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手続きの利便性向上のため、特殊車両通行確認システムにおける「ダブル連結トラックの通行手続きの
受付」、「通行経路の選択機能」をはじめとする機能改良（12項目：次頁以降）を行います

主な機能改良

ダブル連結トラックの通行手続が、即時の通
行を可能とする「確認制度」に対応します

令和７年３月２４日（月）
ダブル連結トラックに対応

「確認制度」の通行経路の設定の自由度が、
大幅に広がります（カスタマイズが可能に）

GS

固定 固定

・通行経路を自由に設定できない（自動探索により固定）

S G
・ラストマイルと重要物流道路等との接続点を自由に設定
・ラストマイル内の経由地を自由に設定

：起点 ：終点 ：経由地

：重要物流道路等 ：ラストマイル ：通行可能経路

G
凡例
S

改良
前

改良
後

※その他の機能改良は次頁以降をご覧ください

はじめに（機能改良の概要）
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※高速道路は主な通行経路のみ対応（その他の通行経路にも順次対応予定）



令和７年３月リリースのシステム機能改良項目（1/2）

頁改良効果システム改良項目名No.

P5~セキュリティ
対策共通

(全ユーザ)

ログインパスワードの強化
（パスワード発行ルールの変更、2段階認証の導入、
再発行機能の追加、メールアドレスの必須化）

１

P14~その他
ユーザ情報登録時の「氏」「名」の分割入力
（申請者名の入力は「氏」欄と「名」欄にそれぞれ入力）

２

P16~
制度改正
（緩和適用）

通行確認

ダブル連結トラックの回答書発行機能の追加
（ダブル連結トラックの通行手続きの受付開始）３

P24~
リフトアクスル車両の登録および申請機能の追加
（自動昇降機装置のトレーラの車検証添付が不要）４

P28~

利便性向上

経路探索条件及び経由地等設定対象の拡大
（距離優先探索、ラストマイル経由地選択等を追加）５

P34~
追加経路端点の通行可否チェックの導入
（追加経路と通行可能経路の接続可否を判定）６

P37~
手数料明細の出力機能の追加
（手数料の内訳を記載した明細書を発行）７
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令和７年３月リリースのシステム機能改良項目（2/2）

頁改良効果システム改良項目名No.

P40~
制度改正
（緩和適用）

通行許可

新規格車の車両高さ限度値の緩和
（車両高3.8m超4.1m以下の高さ指定道路を通行可）８

P42~
高速道路を通行可能な申請車両の拡大
（車両総重量が44t超の車両を申請対象に追加）９

P44~

利便性向上

車両入力時の重複車両番号チェック判定の追加
（車両番号を誤って重複して登録されないよう判定）１０

P46~
経路作成時の出発地・目的地反転機能の追加
（作成済み経路の復路作成を効率化）１１

P48~
申請者情報入力時の半角カタカナ入力制御の追加
（入力禁止の半角カタカナは入力不可）１２

※ システム改良作業により、以下の期間でシステム稼働（機能全般）を停止します。

本システムをご利用の皆様へはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

○ システム停止期間：令和7年3月21日（金）18：00～3月24日（月）9：00

※システム停止明けの令和7年3月24日9時より、システム追加機能をご利用いただけます。
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5

ログインパスワードの強化

（1）

新パスワードは10桁以上の文字列になります
また、パスワードの変更・再発行が
システム上で可能となります

共通

①新たなパスワード体系への変更
②パスワード変更機能
③パスワード再発行機能の追加
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システム上でパスワードの変更・再発行が可能となります。
従来、パスワードを忘れた際は、特車運用事務局に問合せる必要がありましたが、申請システムにてパスワードの変更・再発行
ができるようになります。

セキュリティ強化のため、パスワードの設定ルールが変更となります。
申請者IDをお持ちの方は、新たなパスワード設定が必要となります。

パスワードはご自身での設定が可能となります。下記のパスワード設定ルールを満たす必要があります。

メールアドレスの登録が必須となります。
パスワードを含む登録情報を変更された場合には、確認コードの入力が必要となります。登録いただいたメールアドレスに特車
システムより確認コードを送信しますので、求められた場合は画面に入力ください。

（１） ログインパスワードの強化

【改良の概要】

【新しいパスワード設定ルール】
・ 使用可能な文字 ：半角の英大文字、英小文字、数字、記号（すべて１文字以上使用）
・ 文字数 ：10～15桁



①新たなパスワード体系への変更（既存ユーザの新パスワードへの移行）
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既にユーザID、パスワードをお持ち方は、以下の方法から新パスワードに移行してください。

確認コード通知メールに記載されている確認
コードを入力してください

※詳細は「3.確認コードによる認証について」
を参照ください

現在のパスワードと新しいパスワードを
入力してください

現在のID、パスワードで
ログインしてください



①新たなパスワード体系への変更（確認コードによる認証）
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新パスワードへの移行時、パスワード変更・再発行等、ユーザ情報を登録・変更する際には、
確認コードの入力による認証が必要となります。

確認コードは、登録したメールアドレス宛に送信されます。

a_1@test.com

メール件名 ：　【特殊車両システム】確認コード送付のご連絡(999999)
Froｍ：ktr-tokusya-uketsuke@mlit.go.jp

特殊車両運送株式会社
山田太郎　様

ご利用者様のお手続きに基づき、確認コードをお知らせいたします。
以下の確認コードを入力して、お手続きを進めてください。

確認コード： 【999999】
有効期限： 【YYYY/MM/DD HH:MM:SS】

有効期限を超えた場合は、確認コードの入力画面の「確認コードを再送」をクリック
いただき、新しい確認コードを取得してください。
なお確認コードの入力画面を閉じてしまった場合は、再度お手続きをお願いいたします。
※再度お手続きいただく場合、今回お送りした確認コードは無効となりますので、
　 新しい確認コードのメール到着をお待ちください。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【本メールは送信専用です】

本メールは特殊車両システムに登録いただいたメールアドレスに送付しております。
本メールにお心当たりのない方は、本メールを破棄していただくようお願いいたします。

ご不明な点がありましたら、特車運用事務局までお問い合わせください。
なお本メールに返信いただいても、お問い合わせにお答えできません。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
特車運用事務局
Mail：ktr-tokusya-info@mlit.go.jp
TEL：048-601-3223
受付時間：9:15～18:00（土日祝日、年末年始を除く）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

メールの件名、本文に確認コードは
記載されています

確認コードはメールの件名、本文に
記載されています

メールに記載されている6桁の確認コードを入力し、
認証ボタンを押下してください

【確認コードによる認証方法】
■確認コード通知メール ■確認コード入力画面



①新たなパスワード体系への変更（新規ユーザの登録）
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ユーザID、パスワードを新規発行する場合の流れと操作方法を記します。
ユーザ情報登録画面にて、ご自身でパスワード、申請者情報、メールアドレスを登録してください。
※パスワード設定：半角の英大文字、英小文字、数字、記号を全て組合せて10～15桁

確認コードによる認証については、P7の「確認コードによる認証」を参照ください。

【ユーザ情報の新規登録の流れ】 【ユーザ情報新規登録画面】
パスワードの入力が
追加されました

メールアドレスの入力が
必須になりました

改良対象画面

新設画面
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②パスワード変更機能

【パスワードの変更方法】

パスワードの変更は、ログイン画面の「ユーザ情報更新」から行うことが可能です。
メールアドレスの登録が必須となります。
パスワードを含む情報を更新しますと、登録いただいたメールアドレスに確認コードが送信されます
ので、画面に入力の上、認証を受けてください。

現在のパスワード、新しいパスワードを
入力してください

メールアドレスを入力してください
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③パスワード再発行機能の追加

パスワードを再発行する場合は、ログイン画面の「パスワードを忘れた方はこちら」を押下ください。
パスワードの再発行手続き画面に遷移しますので、画面の案内に従い、手続きください。
パスワードの再発行には、登録されたメールアドレス宛に送付される確認コードの入力による認証
が必要となります。メールアドレスを登録していない場合は、特車運用事務局までお問い合わせく
ださい。

【パスワードの再発行の流れ】
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③パスワード再発行機能の追加（メールアドレスを登録している場合）
【パスワードの再発行方法】

ユーザID、会社名を
入力してください

メール件名 ：　【特殊車両システム】パスワード再発行のお手続き方法のご案内
Froｍ：ktr-tokusya-uketsuke@mlit.go.jp

特殊車両運送株式会社
山田太郎　様

ご利用者様からのお手続きに基づき、特殊車両システムにログインするための
パスワード再発行の手続方法についてご案内いたします。

以下のURLからパスワード再発行を行ってください。

https://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/cgi-bin/xxxxxx.cgi?s=9999999999

※このURLの有効期限は【YYYY/MM/DD HH:MM:SS】となります。
　 有効期限を過ぎますと、URLは無効となりますのでご注意ください。
※再度お手続きいただいた場合、有効期限を問わず今回お送りしたURLは
　 無効となりますので、新しいご案内メールの到着をお待ちください。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【本メールは送信専用です】

本メールは特殊車両システムに登録いただいたメールアドレスに送付しております。
本メールにお心当たりのない方は、本メールを破棄していただくようお願いいたします。

ご不明な点がありましたら、特車運用事務局までお問い合わせください。
なお本メールに返信いただいても、お問い合わせにお答えできません。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
特車運用事務局
Mail：ktr-tokusya-info@mlit.go.jp
TEL：048-601-3223
受付時間：9:15～18:00（土日祝日、年末年始を除く）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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③パスワード再発行機能の追加（メールアドレスを登録していない場合）

メールアドレスを登録していない場合は、特車運用事務局への問合せ案内画面が表示されます
ので、画面の案内に従い、特車運用事務局までお問い合わせください。

【パスワードの再発行方法】 恐れ入りますが特車運用事務局までお問い合わせください
該当のユーザIDはメールアドレスが登録されていません。

恐れ入りますがパスワードの再発行はお取り扱いできませんので、
お手元にある許可証等をご確認いただき、下記の申請者情報・申請担当者情報を
特車運用事務局までメールでご連絡ください。

ご連絡いただいた申請者情報・申請担当者情報が、システム登録情報と一致することを
確認の上、折り返し、現在のパスワードをメールでご連絡いたします。

【メール宛先】
ktr-tokusya-info@mlit.go.jp

【申請者情報】
・ユーザID
・申請法人名とそのフリガナ
・代表者名
・郵便番号
・住所
・電話番号

【申請担当者情報】
・担当者名

ログイン画面へ

ユーザID、会社名を
入力してください
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ユーザ情報登録時の
「氏」・「名」の分割入力

（２）

申請者名・担当者名などは、
「氏」と「名」に分割して入力します

共通
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（２）ユーザ情報登録における「氏」・「名」の分割入力

ユーザ情報の管理方法は、申請者名は「氏」と「名」に入力項目を分割する方式に変更します。
申請代理人名については、会社名（行政書士名）となる場合があるため、「名」欄は任意入力としています。

【改良ポイント】
・政府情報システムの標準画面仕様に
合わせた画面レイアウトとしています。

改良後

【改良の概要】
＜ユーザ情報の更新方法＞
・次の手順から、ユーザ情報の申請者名を更新してください。

更新登録後は、都度入力する必要はありません。

【Step１】ログイン後、「ユーザ情報更新」をクリック

【Step２】ユーザ情報更新画面で、代表者名、申請担当者名
を氏・名の入力欄に入力し登録ボタンをクリック

※初期表示は「氏」側に登録済の氏名が表示されます
ので、「氏」と「名」を編集して登録してください。

【Step３】申請データ作成時には、登録したユーザ情報の
氏・名で申請書情報入力項目に自動反映されます
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ダブル連結トラック
回答書発行機能の追加

（３）

通行確認システムにて
ダブル連結トラックの通行手続きが

可能となります

通行確認
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通行確認システムにてダブル連結トラックの通行手続きが可能となります。
従来は通行許可システムでのみ通行手続きが可能でしたが、通行確認システムにおいてもダブル連結トラックの
通行手続きができるようになりました。

下記3つの条件を満たすダブル連結トラックを対象に通行手続きが可能となります。
①車種がフルトレーラ（バン型）であり、車両長が21m超25m以下であること

車両長以外の諸元は、特例8車種相当であること
②ダブル連結トラックとして製造された車両であること（型式で判断します）
③連結時の車両諸元（旋回性能を示す数値）が基準値以内であること

通行手続き方法の詳細については、システム操作説明資料をご確認ください。

【ダブル連結トラックの通行手続きで必要な事項】
ダブル連結トラックの場合に登録・設定が必要となる事項場面

運転者情報の登録車両登録
・主な通行経路区間の経由地点（主経路・代替経路）
・起点側重要物流道路等区間の経由地点（主経路・代替経路）
・終点側重要物流道路等区間の経由地点（主経路・代替経路）

起終点、経由点の設定

（３） ダブル連結トラック回答書発行機能の追加

【改良の概要】



①ダブル連結トラックの車両登録方法
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以下の条件を満たす場合、ダブル連結トラックとして車両登録することが可能です。
①単車・トラクタの牽引区分が「単車」、車種が「トラック」であること

トレーラのけん引区分が「フルトレーラ」、車種が「フルトレーラ（バン型）」であること
②トラック、フルトレーラともにダブル連結トラックとして製造された型式であること
ダブル連結トラックとして車両登録する場合、トラック運転車情報の登録が必要となります。

車両諸元設定画面の「運転者情報登録ボタン」を押下すると、運転者情報登録画面に遷移します。画面の案内に従い、運
転者情報を登録してください。

■車両諸元設定画面（トラック）

■運転者情報登録画面



②経路探索時の起点、終点、経由地点等の設定方法
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ダブル連結トラックの経路確認では、下記経由地点を設定いただく必要があります。
①主な通行経路区間の経由地点（主経路・代替経路）
②起点側および終点側の重要物流道路等区間における経由地点（主経路・代替経路）
※起点・終点を主な通行経路区間に設定する場合は、②重要物流道路等区間の経由地は設定不要です。
（主な通行経路のみを通行することになるため）

また、以下の経由地点、接続交差点が設定可能となります。
③起点側および終点側のラストマイル経由地点（主経路・代替経路）
④起点側および終点側の接続主な通行経路交差点
⑤起点側および終点側の接続重要物流道路等交差点
※起点・終点を主な通行経路区間に設定する場合、上記③④⑤の経由地点・接続交差点は設定不要です。
（主な通行経路のみを通行することになるため）

①

②

③

④

⑤



e

：主な通行経路(経路設定可能区間）

※ネットワーク図は2024年4月1日時点
※事業中区間のIC、JCT名称には仮称を含む
※首都圏、中部圏、近畿圏、札幌、仙台、広島、北九州、福岡都市圏については、一部の路線を図示していない

③高速道路の経路設定について
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いわき

山形北

十和田

大分宮河内

岡山総社

新潟空港

市原

潮来

幸手

広野
更埴

黒部

長岡

清水

賀陽
福崎

西宮

下津

美濃

長崎

宮崎

苅田
北九州空港

八王子
練馬

所沢

海老名

東京

川口

高井戸

広島

山口

松山

高知

※一部未対応区間があります。（詳細は次ページ④参照）

現在、現在、高速道路の通行可能経路は「主な通行経路」のみ対応しております。
今後、対応区間を順次拡大していきますので、どうぞよろしくお願い致します。

20



④主な通行経路のうち、経路設定不可区間について

21

現在、主な通行経路のうち、以下のインターチェンジ等を跨ぐ区間の経路設定には対応しており
ません。経路探索では、これら区間を通過しない経路が通行可能な経路として設定されますの
で、ご利用の際にはご注意ください。

既に当該区間を通過する経路も通行可能となるための改修に着手しておりますので、改修完了
の際には改めてお知らせいたします。

通行確認システムが対応していない
インターチェンジ、区間路線名

高谷ジャンクション～幸浦出入口首都高速道路湾岸線
小月インターチェンジ中国自動車道

いよ小松インターチェンジ松山自動車道
新宮・大豊インターチェンジ高知自動車道

画面に注意喚起文が表示されます

【注意喚起の画面イメージ】



④（参考）主な通行経路の経路設定不可区間について

経路設定可否
福岡⇔鹿児島 ○
福岡⇔広島 ×
松山⇔高知 ×
松山⇔岡山 ×
松山⇔徳島 ×
高知⇔岡山 ×
高知⇔徳島 ×
徳島⇔大阪 ○
徳島⇔岡山 ○

中国方面 山口⇔大阪 ○

九州方面

四国方面

通行経路

小月IC

いよ小松IC

新宮IC

大豊IC

○現在、主な通行経路の経路設定不可区間を跨がない
経路設定が可能です。

西日本の経路設定不可区間

：主な通行経路

： 経路設定不可区間

福岡

鹿児島

山口

徳島

松山

岡山

高知

大阪

広島

22

凡例



⑤ダブル連結トラックの回答書発行イメージ
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ダブル連結トラックの回答書には、専用の条件書が添付されます。
通行確認制度を利用してダブル連結トラックを運行する際は、この条件書に記載された条件に従ってください。

【条件書イメージ（ダブル連結トラックのみ記載部分）】



（４）

リフトアクスル車両の登録および申請機能の追加

2024年4月以降に車検証が登録・更新された
車軸自動昇降機装置付きトレーラは車検証添付
が不要で車両登録できるようになります

通行確認

24



25

⃝ 2023年10月30日から、特車通行確認システムでは車軸自動昇降装置付きトレーラ
（リフトアクスルトレーラ）が車検証(自動車検査証または車軸下降時の各軸重が確認できる
書類)のPDFを添付することで、車軸下降時の軸数、軸重で車両登録できるようになりました。

⃝ さらなる利便性改善により、車検証のPDF添付不要で車両
登録ができるようになります。なお、対象となるのは2024年4月
以降に車検証を登録・更新したリフトアクスルトレーラです。

【改良前後の比較】
改良後改良前

車軸下降時の軸数、軸重
を車検証から自動入力
（車検証添付不要）

車検証を添付し、車軸下
降時の軸数、軸重を登録

車両登録方法
(車検証登録・更新時期：
2024年4月以降)

車検証を添付し、車軸下
降時の軸数、軸重を登録

車検証を添付し、車軸下
降時の軸数、軸重を登録

車両登録方法
(車検証登録・更新時期：
2024年3月以前)

※注意事項
車検証と異なった情報で登録された場合、道路法 第四十七条の九より、
不正な登録とみなし、車両登録の取り消しの対象となる可能性がある旨、ご留意ください。

自動車検査証

～
～
～

車軸自動昇降装置付き車、車軸下
降時、後前軸重1660kg、後中軸重
1660kg、後後軸重1660kg

備考

車検証と同じ軸数、軸重が
自動入力されます。

（４） リフトアクスル車両の登録および申請機能の追加



①リフトアクスル車両(自動昇降機装置があるトレーラ)の登録方法(1/2)
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①チェックボックスにチェック を
入れます

① 車両登録時の車名・型式検索画面で、「車軸自動昇降機があるトレーラ(リフトアクスルトレーラ)を
登録する場合は・・・」のチェックボックスにチェックを入れてください。

② 「自動入力」ボタンを押下し、2024年4月以降に車検証が登録または更新された車両であれば軸
数が自動で入力され、車検証添付が不要となります。

◆車両登録 車名・型式検索画面

②軸数が自動で入力されます

【改良ポイント】
・車検証の修正は不要となります。。
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③ 新規登録・編集画面で、車両諸元の「設定」ボタンを押下してください。
④ 車軸下降時の車検証の軸重値が自動入力されていますので、その他の諸元を入力してください。

◆新規登録・編集画面

③「設定」ボタンを押下

④車軸下降時の車検証の軸重値が自動入力されて
いますので、その他の諸元を入力してください。

①リフトアクスル車両(自動昇降機装置があるトレーラ)の登録方法(2/2)

【改良ポイント】
・車検証の修正は不要となります。
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経路探索条件及び経由地等
設定対象の拡大

（５）

経路探索条件の設定内容が増え、希望される
通行可能経路が求まりやすくなります

通行確認
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通行確認システムを利用して通行可能経路を探索する際、算定予約前に重要物流道路等接
続交差点及びラストマイル上に経由地を設定できるようになります。

重要物流道路等接続交差点を算定前の段階から設定可能とするとともに、経由地を重要物流道路上以外の交差点も設
定できるよう改良しました。

経路探索の条件が新たに追加されます。
「通行条件における優先度の条件選択」として、通行条件A・B条件のみを用いた経路探索を行うかどうか選択可能となります。
「重要物流道路における通行経路の条件選択」として、重要物流道路等以外の道路の経路延長が短くなるように通行可能
経路を求めるか、通行可能経路全体の経路延長が最短となるように通行可能経路を求めるか条件設定が可能となります。

【経路探索方法の改良概要】

（５） 経路探索条件及び経由地等設定対象の拡大

改良後改良前選択内容
設定可能設定不可算定前

①重要物流道路等接続交差点
設定可能設定可能算定後

設定可能設定可能重要物流道路等
（経由地点）

②経由地点
設定可能設定不可重要物流道路等以外

（ラストマイル経由地点）

選択可能選択不可③通行条件における優先度の条件選択
（通行条件が厳しくても経路が最短となる検索の選択）

選択可能選択不可④重要物流道路における通行経路の条件選択
（経路全体の延長が最短となる探索方法の選択）
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①重要物流道路等の接続交差点の設定方法

起点・終点を設定する際、重要物流道路等上の交差点を右クリックすると、パネルが表示され、
接続重要物流道路等交差点が設定可能となります。

接続重要物流道路等交差点として、
設定されます
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②ラストマイル等の経由地点の設定方法

起点・終点を設定する際、重要物流道路等以外の収録道路上の交差点を右クリックすると、パ
ネルが表示され、ラストマイル経由地点が設定可能となります。

ラストマイル経由地点として、
設定されます
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③通行条件における優先度の条件選択

S

G

【A・B条件のみで経路が見つからなかった場合にCD条件も対象とする
経路探索イメージ】

【最初からA～D条件を対象として最短となる経路探索イメージ】

凡例
：起点 ：終点 ：A条件 ：B条件 ：C条件 ：通行可能経路S G

S

G

「通行条件における優先度の条件選択」にて、最初にA・B条件のみで経路探索するのか、最
初からA～D条件を対象として最短経路を探索するのか、条件の選択が可能となります。
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④重要物流道路における通行経路の条件選択

【ラストマイルが最短となる経路探索のイメージ】 【全経路が最短となる経路探索のイメージ】

凡例
：起点 ：終点 ：重要物流道路 ：重要物流道路以外の収録道路 ：通行可能経路S G

S

G

S

G

「重要物流道路における通行経路の条件選択」にて、重要物流道路等以外の道路延長が最
短となる経路か、通行可能経路全体の道路が最短となる経路か、選択が可能となります。
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追加経路端点の通行可否チェックの導入

（６）

通行可能経路と追加経路の行き来が
すべて個別審査となる場合は

通行不可と判定されるようになります

通行確認
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通行可能経路と追加経路が行き来できるかについて、通行確認システムにチェックを導入します。
通行可能経路と行き来できない追加経路は自動でチェックNGとなります。

通行確認システムでは、通行可能経路と追加経路の間が行き来できるかについて、システムでは未チェックだったため、デジタル
地図上の追加経路端点に表示される折進条件を目視確認いただいていました。
通行可能経路と追加経路の間が行き来ができない（折進条件が全て不許可）の場合にNGとするチェックを導入しました。

【システム改良の概要】

S G追

凡例
：追加経路端点 ：通行可能経路 ：追加経路 ：折進条件（B条件） ：折進条件（不許可）
：通行可能経路の通行可否 ：通行可能経路と追加経路の行き来に関する通行可否

追

S G追

通行可能経路と追加経路の行き来ができないため、
追加経路として認められません

■チェックNGとなる例 ■チェックOKとなる例

通行可能経路と追加経路の行き来が１方向でも
可能であれば、追加経路として認められます

（６） 追加経路端点の通行可否チェックの導入①



36

通行可能経路と追加経路が行き来できない場合は、メッセージ画面が表示されます。

（６） 追加経路端点の通行可否チェックの導入②



（７）
手数料明細書出力機能の追加

車両登録と回答書発行で支払った手数料
について、明細書をいつでもダウンロード

できるようになります

通行確認
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これまで明細書発行には特車登録センターへの問い合わせが必要でしたが、

登録車両一覧画面と確認済経路の手数料タブのダウンロードボタンを押下する
ことにより、システム上でそれぞれの明細書が取得できるようになります。

【登録車両に関する手数料明細書発行の流れ】

ダウンロードボタンを押下すると、
右図の明細書のPDFファイルがダ
ウンロードされます。

（７） 手数料明細書出力機能の追加①



【回答発行に関する手数料明細書発行の流れ】

ダウンロードボタンを押下すると、
右図の明細書のPDFファイルがダ
ウンロードされます。

経路一覧画面から申請者・車
両・積載貨物重量を表示し、
手数料タブに移動します。

（７） 手数料明細書出力機能の追加②
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新規格車の車両高さ限度値の緩和

（８）

車両高3.8M超4.1M以下の
新規格車においても高さ指定道路の

通行が可能となります

通行許可
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（８） 新規格車の車両高さ限度値の緩和

新規格車において、高さ3.8m超4.1m以下の車両諸元かつ、通行経路がすべて高さ指定道路
で完結する場合、申請データの作成が可能となりました。

特例8車種、背高海上コンテナ車（9’6）と同様に、新規格車においても緩和適用対象となります。

【改良ポイント】
・車両条件を満たし、申請経路が全て高さ指定道路
の区間となっている必要があります。
（高さ指定道路以外の区間を経路に含む場合は
申請不可となります。）

改良後

【改良の概要】

経路番号1

経路番号2

経路番号3

【凡例】

高さ指定道路区間

高さ指定道路以外の区間

経路番号1

経路番号2

経路番号3

申請経路が全て高さ指定道路の区間
となっているため、車高3.8m超～4.1m
以内の新規格車の通行は可能

申請経路の一部に高さ指定道路以外の
区間が含まれているため、車高3.8m超～
4.1m以内の新規格車の通行は不可

0m

3.8m

4.1m

（車高）

0m

3.8m

4.1m

（車高）

車高チェックエラー

車高チェックエラー

申請経路が全て高さ指定道路で
完結していることを算定処理（または
申請書作成処理）内でチェック

通行可 通行可

現状
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高速道路を通行可能な申請車両の拡大

（９）

高速道路を含む申請経路の
車両総重量44トン超車両の
申請が可能となります

通行許可
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車両総重量が44tを超過する車両において、高速道路を含む経路の申請が可能となります。
高速道路の区間についても算定が行われ、通行条件が付与されるようになります。

【改良の概要】

このような場合でも申請書作成可能となります

（９） 高速道路を通行可能な申請車両の拡大

【改良ポイント】
・車両総重量44t超で高速道路を通行する場合
でも、通行許可申請窓口への申請が可能と
なります。

改良後
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車両入力時の重複車両番号の
チェック判定の追加

（１０）

車両番号を誤って重複して登録されない
よう判定を追加します

通行許可
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（１０） 車両入力における重複車両番号のチェック判定

車両情報入力において、同一型式または異なる型式で車両番号(ナンバー情報)が複数含まれ
ている場合に、登録エラーの対象となっている該当車両を詳細に表示します。

その他軸種では、これまでの通りに、連結状態で同一の車両番号編成である場合にのみ重複エラー判定が行われます。

【改良ポイント】
・エラーとなっている重複して入力されて
いる車両を分かりやすく表示します。

改良後
【改良の概要】

現状

軸数：５軸、トラクタ前１軸、トレーラ後３軸
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経路作成時の出発地・目的地
反転機能の追加

（1１）

出発地と目的地の経路入力結果の入れ
替え操作が簡素化されます

通行許可
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（１１） 経路作成時の出発地・目的地反転機能の追加

入力済みの経路情報に対してワンクリックで、出発地と目的地を入れ替えて経路の順序を反転
させる機能を追加しました。

本機能を利用する際に、注意事項のメッセージが表示されますので、内容を確認のうえ、使用してください。

【改良ポイント】
・特に往路・復路を別経路で申請する場合、
復路は目的地⇒出発地の順に入力し直す
必要がなくなります。

改良後
【改良の概要】

A
↓
B
↓
C
↓
D

D
↓
C
↓
B
↓
A

経路反転後元経路の順序
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申請者情報入力時の半角カタカナ
入力制御の追加

（１２）

申請者情報入力で禁止されている
半角カタカナはシステム登録できない

よう制御を追加します

通行許可
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（１２） 申請者情報入力時の半角カタカナ入力制御の追加

申請書情報データの入力時において、システムで禁止されている半角カタカナは入力制御により、
システムでは入力されません。

特殊な文字(機種依存文字)については、従来通りに入力エラーとなります。（特殊な文字を除外する必要があります。）

【改良ポイント】
・システム画面内で、半角カタカナは
入力されません。
（システム側で強制的な制御を追加）

現状 改良後

【改良の概要】


